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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項

売上高（又はこれに相当する事項）の会計処　　：　　有　・　○無
理の方法の最近連結会計年度における認識の

方法との相違の有無

２．平成 16年 9月期第３四半期業績の概況（平成 15年 10月 1日〜平成 16年 6月 30日）

　(１)　売上高（連結）　　　　　　　　　　（百万円未満切捨）

１６年９月期第３四半期

１５年９月期第３四半期

百万円　　　　％

１３，９６１ （ 　−   ）

　　　　　　−　 　（ 　−

　）

（ 参 考 ） １ ５ 年 ９ 月 期 １７，１６４

(注)1.売上高は、当該四半期までの累計値であります。
　　2.当該四半期より四半期業績の開示を行っているため、前年同四半期実績及び増減率に

ついては記載しておりません。

　　3.上記の数値は、監査法人による監査を受けておりません。

［売上高に関する補足説明］

　　　　 当第３四半期におけるわが国経済は、米国をはじめとする世界経済の回復基調にと

もなう輸出の好調ならびに国内企業の生産堅調などにより明るさが見え始めたものの、

　　　依然として予断を許さない状況となっており、加えて当ラボ業界を取り巻く環境もデ

ジタルカメラ製品が高性能化し、低価格で市場に大量に普及しており、今後の銀塩写

真は更に厳しい状況が続いていくものと予想されます。

このような中、当社といたしましては効率的な事業経営を行い、競争力の徹底的な強

化に努めるなど事業収益の維持拡大に取り組んでおります。

写真事業では依然として需要減が続いている中、他社ラボ事業所の統廃合等再編に

より大幅に受注量を伸ばし、売上は 9,456百万円となりました。 　

　　　　温泉事業においては日帰り銭湯がレジャーとして位置付けられてきましたが、同業

他社の進出が続いている上に、景気の先行き不透明感により売上の伸長率の鈍化傾向

と厳しい環境が続いているが、２店舗の新設により売上は 4,231百万円となりました。
　　　　その他事業については、平成 15 年 10 月 1 日に合併した連結子会社㈱エス・ビー・

エムのビルメン事業部を事業の拡大による一層の競争力を高めるため、平成 16 年 1



月 5日をもって分社したことにより、売上は 273百万円となりました。
この結果、総額で 13,961百万円となりました。

　(２)　当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

　　　　該当事項はありません。

３．平成 16年 9月期の業績予想（平成 15年 10月 1日〜平成 16年 9月 30日）

予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 １株当たり予想

当期純利益

通　　　期

　　　　　百万円

１８，５１９

百万円

　　 ９３８

百万円

３９５

　　円　　　銭

　５３ 　５８

　(注)上記業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しておりますので、

実際の業績は今後の要因により予想数値とは異なる場合があります。

　

以　　上


